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START!!
9月4日より、ご利用者のみなさんがメインで
過ごされる講座室が、7Fから6Fへと移動いた
しました。これまでは講座室とスタッフルー
ムが離れていましたが、今後はワンフロアー
となります。ご利用者の皆さんのご様子が、
これまで以上によく見ることができます。よ
り良い支援に繋がるものと考えております。
なお、これまで使用していた６Ｆの旧講座室
は事務スペース
と多目的サロンとして
休憩や相談スペース
として活用します。
（スタッフ田中）

障害者合同就職面接会見学

9月10日に京都国際会館アネックスホールで開催さ
れた障がい者就職面接会の見学に行きました。会
場の中は４つの区域に分かれており、様々な事業
所の方が面接を行っており、各企業のブース前に、
面接を受けに来た方々が長椅子に座って待機して
おられました。会場の掲示板には事業所のリスト
が張り出されていました。区域ごとに偏りがあり、
どの事業所にどれだけの人数が応募しているのか
が分かるようになっていました。面接の雰囲気を
感じ取ることができました。

（利用者Ａ）

就職報告

10月よりトライアル雇用での就職が決まりま
した。雇用前の実習を経ての就職のため、職
場の雰囲気は分かってはいますが、仕事で賃
金を得る立場になるため、実習時のように失
敗を繰り返してはいけないという思いが強く、
緊張しています。また、事務職としての採用
になりますが、事務職として働くのは初めて
のため、このことに対しても大変緊張してい
ます。しかし、念願の就職であることに変わ
りはなく前向きに考えて仕事していきたいと
思います。 （利用者Ｂ）

この度、10月2日よりＡ社様で事務として働くことに
なりました。職種内容は郵便物の仕分け業務、会議
場設営や準備、印刷業務、銀行・郵便局への文書運
搬等です。全く新しい環境になじめるのか不安です
が、毎日ひとつでも多くのことを学び取り、それを
活かし、一日も早く会社の戦力となれるよう、持て
る力を尽くして仕事に取り組んでまいりたいと思い
ます。振り返ってみて印象に残っている講座は、
「自己理解講座」です。主に苦手なことの対策を学
びました。実践することで時間の有効活用に繋がっ
ていると感じました。エンカレッジのスタッフの皆
さん、利用者の皆さん半年間大変お世話になりまし
た。ありがとうございました。 （利用者Ｃ）

実習報告

私は今回、Ｃ株式会社様において5日間の実習に行ってきました。実習開始当初は、自己判断によっ
て行動してしまうことが若干見られるとのご指摘をいただきました。それからはいつも以上に担当者
の指示に従い、正確に作業を進めるように心掛けました。しかし、その工程で評価が上がるといった
ことはあまりなく、実習開始前予定していた一部の作業を行うことが出来きませんでした。最初に与
える印象の重要性を改めて実感するいい機会になったのではないかと感じました。今回の実習で得ら
れた業務に対する姿勢というものは次回以降の実習でも活用していければと思います。

（利用者Ｆ）

今回の実習では事務及び事務補助の業務で、書類の
枚数確認や紙の三つ折りカッターを使ったカット業
務などを行いました。今回の実習で仕事のやりがい
や業務に対する姿勢など多くのことを改めて学ばせ
て頂きました。ただその中で、自分の課題を多く発
見する事にもなりました。一つは復唱確認が出来て
いなかったことです。二つ目は自己判断をせず、そ
のつど報告するということです。どちらも当り前の
ことですが出来ていませんでした。課題点も多く見
つかった今回の実習ですが、これを改善して就職に
つなげていこうと思います。 （利用者Ｅ）

9月5日から5日間、Ｂ株式会社様にて実習をし
ました。エクセルでのアンケート入力やファ
イリングなどエンカレッジでは取り組んだこ
とのない事務作業をさせていただきました。
初めての実習で不安がありましたが、担当の
方が丁寧に指示してくださったので作業をス
ムーズに行うことができました。振り返りで
は高い評価をいただき、今後のためのアドバ
イスもしてくださいました。この実習で学ん
だことを次に活かせるようにしていきたいで
す。 （利用者Ｄ）

発達障害のある方の
支援をサポートする

http://hataraku-chikara.jp

エンカレッジ京都のブログ
「就労移行の日々」も
ぜひご覧ください！

広報用

http://hataraku-chikara.jp/


ソーシャルクラブ

9月のソーシャルクラブでは利用者全員でボウリング
をしました。あらかじめ利用者が受賞者と賞品を決め
る機会がありましたが、アイデアがたくさん出てすぐ
に決まりそうになかったため、最後にスタッフさんが
司会をして利用者全員の多数決で決めることになりま
した。最高得点チームと、男女別でスコア上位3名ず
つの個人に対して授賞することになりました。私のス
コアは決してよくありませんでしたが、2人個人賞の
人がいたため私のチームが最高得点チーム賞をとりま
した。 （利用者Ｉ）

今回のソーシャルクラブは、ラウンドワンで
のボーリングでした。各チームで昼食を取っ
た後、２ゲームのチーム戦を行いました。私
のチームは、準備を整えて投げる人が多く、
進行が割と遅めでした。そのため、終了間際
に私用により帰ることとなりましたが、１位
の商品を受け取ることができました。ボーリ
ングで入賞するのは初めてだったのでよかっ
たです。次回のソーシャルクラブも参加した
いと思います。 （利用者Ｊ）

スタッフコメント

8月4日より、エンカレッジ京都に着任いたしました太田瑛理香と申します。
前職は重度の身体・知的障がいをお持ちのご利用者様の生活介護、移動支援を行って
いました。学生時代では主に障がい者福祉を専攻し、就労移行支援にも大変興味が
あったため、エンカレッジのスタッフの一員になれたことをとても嬉しく思っております。
時が過ぎるのは早いものであっという間に2か月が経ちましたが、日々皆様と関わる中で
たくさんのことを学ばせて頂いております。オフィスワークや講座を通して
一生懸命頑張っておられる皆様の姿はとても輝かしく、これからエンカレッジで
たくさんの可能性を見付けて頂きたいなと思います。初めての分野ではありますが、
一日でも早く皆様のお力になれるよう精進して参りますので、どうぞよろしくお願い致します。

講座報告

特別講座（外部講師：亀田さん）
亀田さんは講座で、問題解決の方法を実体験も交え
ながら話してくださり、とても親しみやすく感じま
した。中でも、アイデアをいろいろと出してみるブ
レーンストーミングの手法は、困った時に原点に立
ち戻って考える事の大切さを改めて感じさせました。
実生活においても問題はたくさん起こりますが、そ
うした時に「こうあるべき」、「こうである」と対
策を考えてしまう事は意外と多いと思います。些細
な事でも大きな事でも問題が発生した時に、そもそ
もの前提から考え直す事も心がけたいと思います。
亀田さん自身の特性をオープンに
話しながらも前向きでいる姿勢に
学ぶ事はたくさんありました。
（利用者Ｇ）

9月19日に避難訓練に参加しました。避難
訓練に参加するのは中学生以来だったと思
います。懐かしさと同時に、これまで避難
訓練に縁がなかったことに驚きました。ま
た、地域の避難場所を知ろうとしていな
かったことにも気づきました。これは改善
すべき課題だろうと思いました。訓練の具
体的な内容は、階段でビル内を降り、外に
出て、最寄りの避難所である近所の学校ま
で徒歩で移動するものでした。徒歩数分で
行ける距離でしたが、訓練だと意識してし
まい、精神的に疲れました。（利用者Ｈ）

10月25日（水） PC記録会
10月27日（金）ソーシャルクラブ
10月31日（火） AMのみ開所

10月の
予定

＜編集後記＞
今回初めてエンカレ
通信の編集を担当さ
せていただきました。
季節はあっという間
に秋で涼しくなりま
した。皆さん体調に
気を付けてお過ごし
ください。

（利用者Ｋ）

ご家族の皆さまへ
先月は、家族ミーティングにご参加いただき、誠にありがとうございま
した。講師の方をお招きしての障害年金に係わるお話しはいかがでしたで
しょうか。次回は12月23日(土)を『望年会』を予定しております。これから
利用者の皆さんと共に企画をして参りますので、楽しみにお待ください。
さて、嬉しい報告です。2名のご利用者の就労が決まり、10月より新たなス
タートを切られています。最終日の就職壮行会では、利用者の皆さんと共
にたくさんの拍手で送り出せました。引き続き下半期、たくさんの方に就
労していただけるようタッフ一同で支援にあたりたいと思います。
今月も、どうぞよろしくお願い申し上げます。

所長 小谷泰政

避難訓練報告


